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昭和 年 月洪水
解析結果（北田川案）

昭和47年7月洪水
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前　北田川P5ｔ新設）
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昭和 年 月洪水
解析結果（上追子地区案）

昭和47年7月洪水
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前　上追子P5ｔ追加）
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昭和 年 月洪水
解析結果（末次地区案）

昭和47年7月洪水
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前　末次P5ｔ追加）

2.50 0

大橋川水位（末次P場地点）

大橋川水位（上追子P場地点）

雨量

2.00 30

朝酌川水位（北田川水門地点）

1.300
許容湛水位=T.P.+1.30m

1.00

1.50

P
. 
m
）

60

90

㎜
）

0.50水
位
（
T
.P

120

雨
量
（
㎜

末次樋門　閉
　⇒ポンプ稼働(14.9m3/s)

上追子川水門　閉
　⇒ポンプ稼働（5.4m3/s）

向島水門　閉

京橋川水門 閉-0 50

0.00 150

180

13

北田川水門　閉

京橋川水門 閉

-1.00

0.50

0 6 12 18 24 30 36 42 48 54 60 66 72 78 84 90 96

180

210

13
雨量 四十間堀川水位 上追子川水位 北田川水位

比津川水位 大橋川水位（末次P地点） 大橋川水位（上追子P地点） 朝酌川水位（北田川水門地点）



ポンプ設置箇所選定結果

案
項目

北田川案 京橋川案 上追子地区案 末次地区案

内水排除効果 ○ （○）※ ○ △内水排除効果 ○ （○）※ ○ △

コスト △ △ ○ ×

地元合意 △ △ ○ ○地元合意 △ △ ○ ○

事業の早期実現 × × △ ×

総合評価 × × ○ ×総合評価 × × ○ ×

北田川案・京橋川案については、塩分を含む松江堀川の水を淡水域である朝酌川へ排水すること、

※京橋川案では内水解析を実施していないが、内水排除効果は北田川案と同等であると判断した。

北田川案 京橋川案については、塩分を含む松江堀川の水を淡水域である朝酌川 排水すること、
ポンプ排水により朝酌川水位が現状より上昇することから、その対策（塩分対策・水位上昇対策）
を講じる必要がある上、関係者の理解が得られにくいことから、コスト・地元合意・事業の早期実現
という点で不利である。

末次地区案については 内水排除効果が他案よりも低い上 既設ポンプ場に増設するスペースが末次地区案については、内水排除効果が他案よりも低い上、既設ポンプ場に増設するスペ スが
無く、新たに排水路・水門を整備する必要があるため、コスト・事業の早期実現という点でも不利で
ある。

上追子地区案については、大橋川改修事業により早期に築堤・護岸、水門を整備することで、事業
の早期実現という点でも他案より有利である 14の早期実現という点でも他案より有利である。

⇒橋北地区内水排除ポンプの設置箇所は、上追子地区案が最適である。
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3.二次内水対策
主な対策主な対策

松江市公共下水道事業（雨水排水）の推進

• 雨水管路の整備管 備

• 雨水貯留池の整備
• 雨水貯留管の整備
• 雨水ポンプ場整備 など

土地利用の計画的管理

• 行政の適切な指導及び流出抑制の啓発 など

自助対策の支援

• 各戸貯留・浸透施設の設置に対する支援制度の検討
• 止水板及び土のうの配布 など
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4. 流域対策
【目】流域治水対策事業費補助（創設）

総合治水対策特定河川事業費補助
（都市河川改修費より移行）

土地利用一体型水防災事業費補助

総
合
的

河川改修

保水地域

•河道の整備(築堤・浚渫など）
•遊水地、放水路などの建設

•市街化調整区域の保持
•自然地の保全
•防災調整池などの設置
•透水性舗装・浸透枡などの設置

土地利用一体型水防災事業費補助
（河川改修費より移行）

総合内水対策緊急事業費補助
（河川・都市河川改修費より移行、採択基準の強化）

地 整備事業費補助

的
な
治
水
対
策

被害軽減対策 遊水地域

低地地域

•市街化調整区域の保持
•盛土の抑制
•営農環境の改善

•内水排除施設の整備
•貯留施設の設置
• 水性建築の 励

調節地等整備事業費補助
（河川・都市河川改修費より移行、採択基準の強化）

流域貯留浸透事業費補助
（総合流域防災事業より移行）

流域対策

•警報避難システムの確立
•水防管理体制の強化
•浸水実績・予想区域の公表
•耐水性建築の奨励
•住民へのＰＲ

地方公共団体

河川管理者

公園での貯留浸透

流域対策 流域調節池

流域対策

流域対策

浸水範囲の土地利用規制・誘導
（災害危険区域の指定）

流域対策 遊水地
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校庭での貯留浸透

流域対策

排水ポンプの増強

16堤防整備

⇒平成21年度に松江堀川流域の貯留浸透施設の候補地（ため池・校庭）について、その効果を検討する。



【内水対策検討会（行政＋学識経験者）】

5.今後の予定
【松江市街地治水対策検討委員会

第１回検討会 平成20年8月26日

第２回検討会 平成20年11月18日

【内水対策検討会（行政＋学識経験者）】

•各分野の専門家により松江市街地の治水対策計画
等を検討

各種 題 要 応 委員 外 専

【松江市街 治 対策検討 員会
（有識者＋住民代表＋行政）】

第２回検討会 平成20年11月18日

第３回検討会 平成21年7月1日

•各種課題については、必要に応じて委員以外の専
門家や住民代表の意見を聴取し、検討内容に反映

•治水計画（案）とともに、対策項目の優先順位につ
いても検討

•橋南地区内水解析結果
•橋北地区内水排除ポンプの設置箇所選定
流域対策 検討状況

第４回検討会 平成21年12月22日

ても検討

治水計画（案）策定

提 言

•流域対策の検討状況
•内水対策（案）の提案

平成22年1月 総合内水対策計画（河川管理者と地方公共団体等が
共同して策定）

反 映

内水対策（案）公表
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共同して策定）

宍道湖東域〔朝酌川流域〕河川整備計画（県策定）
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